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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　桁遊間上に舗装体を連続して敷設する舗装構造であって、
　前記桁遊間の両側にあるコンクリート構造体上に、該コンクリート構造体とこの上に敷
設される舗装体との間の水平方向の相対変位を許容するスライディングシートが敷設され
、
　前記舗装体は基層と表層とを積層したものであって、該基層と該表層とが前記桁遊間上
の位置の両側にわたって連続するように敷設され、
　前記基層は、
　敷き均したときの空隙率が１０％～６０％となるように粒度が調整された骨材を、アス
ファルトを主成分とするプレコート材によって予め被覆し、
　該骨材を前記スライディングシートの上に敷き均し、
　アスファルトに少なくともゴムと熱可塑性エラストマーと樹脂とのうちのいずれか一つ
を混合し、加熱して流動化した注入材を、敷きならした前記骨材の上から流し込み、該骨
材間の空隙に充填して硬化させたものであることを特徴とする舗装構造。
【請求項２】
　前記プレコート材は、被覆時の粘性が、前記注入材の注入時における粘性より低いアス
ファルト又はアスファルトに少なくともゴムと熱可塑性エラストマーと樹脂とのうちのい
ずれか一つを混合した改質アスファルトであることを特徴とする請求項１に記載の舗装構
造。
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【請求項３】
　前記基層の上には、水平方向の引張力に抵抗する抗張力シートが敷設され、該抗張力シ
ートの上面はその上に形成された表層と接着されていることを特徴とする請求項１又は請
求項２に記載の舗装構造。
【請求項４】
　敷き均したときの空隙率が１０％～６０％となるように粒度が調整された骨材を、アス
ファルトを主成分とするプレコート材によって予め被覆し、
　該骨材を路盤又はコンクリート構造体上に敷き均し、
　アスファルトに少なくともゴムと熱可塑性エラストマーと樹脂とのうちのいずれか一つ
を混合し、加熱して流動化した注入材を、敷きならした前記骨材の上から流し込み、該骨
材間の空隙に充填し、硬化させて基層を形成し、
　該基層の上にアスファルト混合物からなる表層を敷設したことを特徴とする舗装体の形
成方法。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、道路橋の桁間又は桁と橋台との間における橋面に、伸縮装置を用いることな
く連続して形成される舗装構造及び舗装体の形成方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　高速道路等の交通量が多い道路では車輌の走行にともなう騒音の発生が近隣の居住環境
を悪化させる要因となっている。特に、橋梁部分では橋桁と橋桁との間または橋桁と橋台
との間に橋桁の伸縮を許容する遊間が設けられ、この部分で舗装を不連続とするとともに
路面を伸縮可能に接合する伸縮装置が設けられており、騒音の発生源となっている。この
ため、市街地の橋梁例えば高架橋等では、橋桁と橋桁または橋桁と橋台との間に伸縮装置
を用いず、連続した舗装を設ける構造が提案されている。このような構造を採用すること
によって橋桁と橋桁との間又は橋桁と橋台との間における騒音を著しく低減することがで
きる。また、遊間上で伸縮装置を用いることなく連続した舗装を形成することにより、走
行車輌に伝わる衝撃が著しく緩和され、乗り心地が大幅に改善される。
【０００３】
　このような桁遊間上に連続して設けられた舗装構造として、例えば特許文献１に開示さ
れているものがある。
　この舗装構造では、桁遊間の両側の橋桁又はコンクリート構造物の上部に切り欠きを設
け、この切り欠き内で桁遊間に架け渡すように荷重支持材を設置する。そして、これをア
スファルト系材料又は合成樹脂等によって埋め込んで桁遊間の両側にわたって平坦に仕上
げた後、スライディングシートを敷設し、この上に桁遊間の両側で連続する舗装体を形成
するものとなっている。舗装体は基層と表層からなり、基層には水平方向の引張力に抵抗
する補強部材が埋め込まれている。
【特許文献１】特開平１１－９３１０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記のような従来の技術には、次のような改良が望まれる課題がある。
　二つの橋桁上又は橋桁と橋台との上に連続して舗装が設けられていると、橋桁の伸縮に
より桁遊間が変動したときに、この橋桁の変位が舗装体に伝えられ、舗装体には繰り返し
引張及び圧縮ひずみが発生することになる。このようなひずみを舗装体の広い範囲に分散
させ、舗装体の弾性変形または粘弾性変形で吸収し、ひびわれを防止する構造としている
。しかし、桁長が大きい場合等には橋桁の伸縮長も大きくなり、ひずみの分散が均等に生
じにくくなる。そして、ひずみの大きい部分に雨水の浸透等が生じ易くなる。このため、
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桁遊間付近の舗装は、桁伸縮の影響を受けない範囲よりも耐久性が劣ることになりやすい
。
【０００５】
　本発明は上記のような事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、桁の伸縮にとも
なう舗装体のひずみを良好に分散させ、骨材の剥離を防止して高い耐久性を有する舗装構
造及びこの舗装体の形成方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に係る発明は、　桁遊間上に舗装体を連続して敷
設する舗装構造であって、　前記桁遊間の両側にあるコンクリート構造体上に、該コンク
リート構造体とこの上に敷設される舗装体との間の水平方向の相対変位を許容するスライ
ディングシートが敷設され、　前記舗装体は基層と表層とを積層したものであって、該基
層と該表層とが前記桁遊間上の位置の両側にわたって連続するように敷設され、　前記基
層は、　敷き均したときの空隙率が１０％～６０％となるように粒度が調整された骨材を
、アスファルトを主成分とするプレコート材によって予め被覆し、　該骨材を前記スライ
ディングシートの上に敷き均し、　アスファルトに少なくともゴムと熱可塑性エラストマ
ーと樹脂とのうちのいずれか一つを混合し、加熱して流動化した注入材を、敷きならした
前記骨材の上から流し込み、該骨材間の空隙に充填して硬化させたものであることを特徴
とする舗装構造を提供する。
【０００７】
　上記構成において、桁遊間は、橋桁と橋桁との間又は橋桁と橋台との間に設けられる隙
間であり、橋桁の温度変化等による伸縮を許容するものである。また、上記コンクリート
構造体は、コンクリートからなる橋桁、鋼桁の上に形成されたコンクリート床版、コンク
リートからなる橋台等を含むものである。
【０００８】
　この舗装構造では、桁遊間の両側にわたり連続して舗装体が形成され、スライディング
シートが敷設された範囲で舗装体がコンクリート構造体上で滑動可能となっている。この
ため桁遊間が変動したときに、舗装体のひずみは桁遊間に集中することなく、スライディ
ングシートの敷設範囲に分散される。そして、桁が収縮することによって桁遊間が拡大し
たときには、舗装体に引張応力が作用するが、基層はプレコートされた骨材と骨材間に充
填された注入材とが一体となって大きな引張強度を有する。したがって、雨水の浸透等に
よる劣化が生じにくく、耐久性に優れた舗装構造となる。
【０００９】
　前記注入材は、アスファルトにゴム、熱可塑性エラストマー又は樹脂のうちの少なくと
もいずれか一つを混合した加熱型改質アスファルト注入材であるため、アスファルトを主
成分とするプレコート材で被覆された骨材に対して良好な密着性を有する。また、骨材は
、プレコート材で予め被覆されているので骨材と注入材との付着力が増大し、一体性が良
好となる。そして、上記注入材が硬化したときには充分な強度を有するとともに、大きな
変形量を許容するものであり、ひび割れ等を生じることを防止し、ひずみを良好に分散さ
せることができる。
【００１０】
　請求項２に係る発明は、請求項１に記載の舗装構造において、　前記プレコート材は、
被覆時の粘性が、前記注入材の注入時における粘性より低いアスファルト又はアスファル
トに少なくともゴムと熱可塑性エラストマーと樹脂とのうちのいずれか一つを混合した改
質アスファルトであるものとする。
【００１１】
　この舗装構造に用いられるプレコート材は、粘性の低いアスファルト系材料からなるの
で骨材の表面になじみやすく、骨材の表面にある微細な凹状の空隙にも入り込んで被覆す
ることができる。したがって、プレコート材は骨材との密着性が良好となり、このプレコ
ート材を介して注入材と付着する力が増大する。
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【００１２】
　請求項３に係る発明は、請求項１又は請求項２に記載の舗装構造において、　前記基層
の上には、水平方向の引張力に抵抗する抗張力シートが敷設され、該抗張力シートの上面
はその上に形成された表層と接着されているものとする。
【００１３】
　この舗装構造では、基層に生じたひずみ及び引張応力が表層に伝達するときに、表層の
底面に接着された抗張力シートがひずみを拘束し、表層に生じるひずみ及び引張応力が良
好に分散される。これにより、表層のひび割れを有効に抑制することができる。
【００１４】
　請求項４に係る発明は、　敷き均したときの空隙率が１０％～６０％となるように粒度
が調整された骨材を、アスファルトを主成分とするプレコート材によって予め被覆し、　
該骨材を路盤又はコンクリート構造体上に敷き均し、　アスファルトに少なくともゴムと
熱可塑性エラストマーと樹脂とのうちのいずれか一つを混合し、加熱して流動化した注入
材を、敷きならした前記骨材の上から流し込み、該骨材間の空隙に充填し、硬化させて基
層を形成し、　該基層の上にアスファルト混合物からなる表層を敷設したことを特徴とす
る舗装体の形成方法を提供するものである。
【００１５】
　この舗装体の形成方法では、加熱されて流動化した改質アスファルト系材料である注入
材がプレコートされた骨材間の空隙内に緻密に入り込み、骨材を包み込みながら骨材間の
空隙に充填される。これにより、応力緩和性能のよい層が形成され、舗装体のひび割れの
発生が抑制される。
【発明の効果】
【００１６】
　以上説明したように、本願発明に係る舗装構造及び舗装体の形成方法では、橋梁の桁遊
間上でも舗装を連続して形成することができるとともに、基層に生じるひずみを良好に分
散させ、耐久性に優れた舗装とすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本願に係る発明の実施の形態を図に基づいて説明する。
　図１は、本願発明の一実施形態である舗装構造を示す概略断面図である。
　この舗装構造は、連続して架設された二つのコンクリート橋桁１，２の桁遊間３上に伸
縮装置等を用いることなく、舗装体４を連続して敷設したものである。この桁遊間３は、
温度の変化等によって変動するものであり、両側の橋桁１，２上の所定範囲にスライディ
ングシート１８を敷設し、この上に舗装を形成して桁遊間の変動による舗装のひずみを上
記スライディングシート１８の敷設範囲に分散させるものである。
【００１８】
　この舗装構造の詳細は次のとおりである。
　桁遊間の両側にあるコンクリート橋桁１，２には、桁端部における上面から所定の深さ
の切り欠きが設けられている。そして、この下側に桁遊間を塞ぐようにバックアップ材１
１が詰め込まれ、その上にシーリング材１２が桁間を連結するように充填される。このシ
ーリング材１２はコンクリートに対して接着性を有するものであり、大きな弾性変形を生
じ、桁遊間が変動した場合にも、桁間への漏水を防止することができるものである。
【００１９】
　上記切り欠きの底部は、樹脂コンクリートによる不陸調整層１３が設けられ、この上に
クッション材２０を敷設し、その上に荷重支持部材５が配列されている。上記クッション
材２０は、ポリエステル不織布にアスファルトを含浸させたものであり、この上に配列さ
れる荷重支持部材５と桁１，２との相対変位が大きな抵抗なく生じるように配設されるも
のである。
【００２０】
　また、荷重支持部材５は、図２に示すように、鋼板材を溝型に加工した部材を桁遊間に
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架け渡すようにほぼ平行に多数配列することによって形成されており、隣り合う部材間で
軸方向の相対変位を許容するように係合されている。そして、これらの部材は一つおきに
両側で棒鋼１４に係止され、樹脂コンクリート１５によって桁に固定されている。したが
って、桁が伸縮したときに、平行に多数配列された部材は交互に両側の桁に固定されて一
体に移動するが、隣り合う部材間で摺動し、桁遊間３の変動に対応するとともに、桁遊間
３が変動したときにも舗装４及び橋面の荷重を支持できるようになっている。
【００２１】
　上記荷重支持部材５の上には、これを覆うように中埋層１６が形成され、さらにその上
に合成樹脂層１７が形成されて、切り欠き部分の上面が桁１、２の上縁とほぼ同じ高さと
なるように平坦に仕上げられている。
　上記中埋層１６は、図１に示すように、桁間の中央部で最も厚く、両側で徐々に薄くな
るように形成されている。この中埋層１６を構成する材料は、できるだけ弾性変形が生じ
易く桁の伸縮に追従し得るものが望ましいが、橋面上の荷重等によって過度の変形が生じ
るものでは使用できず、ここでは高密度で、変形に対する追従性に優れたグースアスファ
ルトが用いられている。
【００２２】
　上記合成樹脂層１７は、上記中埋層１６の上に充填されるので、桁間の中央部で薄く、
両側で徐々に厚くなっており、両側で切り欠きの傾斜面に接着されている。この合成樹脂
層１７を構成する材料は、大きな弾性変形を生じるとともに、コンクリートに対する接着
力が大きいものが望ましく、ここでは、ウレタン変性ビニルエステル樹脂が用いられてい
る。また、中埋層１６を形成するアスファルト混合物との接着力は小さいものが望ましい
が、中埋層１６の上面に接着力を低減する材料を塗布したり、シート状の材料を介挿する
こともできる。
【００２３】
　上記中埋層１６及び合成樹脂層１７は、桁遊間３が拡大したときに両層間で相対変位し
、中埋層１６が桁遊間３の拡大に追従できなくても、切り欠き部分の上面はほぼ平坦な状
態に維持される。つまり、桁１，２と中埋層１６との境界部に隙間や段差が発生するのが
防止される。
【００２４】
　上記のように、切り欠き内に中埋層１６、合成樹脂層１７が形成され、上面が平坦にな
った上にスライディングシート１８が敷設される。このスライディングシートは、この上
に形成される舗装体４と桁１，２との水平方向の相対移動を許容するために用いられるも
のである。このスライディングシート１８が敷設される範囲は、桁遊間の両側の所定範囲
であり、桁遊間３の変動量に応じて決定される。
【００２５】
　上記スライディングシート１８は、図３に示すように、ポリエステルフィルム１８ｃを
ゴム化アスファルト１８ｄの薄い層の上に積層した下側シート１８ａと、抗張力繊維のメ
ッシュ１８ｅを埋込んだゴム化アスファルト１８ｆの薄い層の下面に、ポリエステルフィ
ルムで補強されたアルミ箔１８ｇを貼着した上側シート１８ｂとを重ね合わせたものであ
り、下側シート１８ａの最上層のポリエステルフィルム１８ｃと、上側シート１８ｂの最
下層のアルミ箔１８ｇとの間で滑動するようになっている。そして、上記スライディング
シート１８が敷設された範囲の縁部には、止水シート１９が上記スライディングシート１
８の縁を覆うように敷設され、滑り面に雨水等が流入するのを防止している。
【００２６】
　また、切り欠き部分の上には、図４に示すような、２枚の滑動用シート２１ａ、２１ｂ
を重ね合わせてゴム化アスファルト層２１ｃに埋込んだ一層式のスライディングシート２
１が、上記２層式のスライディングシート１８の下側に敷設され、この部分は２重に滑り
層が形成されている。
【００２７】
　上記スライディングシート１８の上には、鋼製の補強部材２２が敷き並べられ、これを
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埋め込むように舗装４の基層４ａが形成されている。
　上記補強部材２２は、帯状の鋼板材を折り曲げるとともに多数を接合して、図５に示す
ように、ハニカム状のパネルにしたものであり、高さは約２０ｍｍとなっている。この補
強部材２２が、桁遊間３の両側にわたって連続するように敷設され、コンクリート橋桁１
，２の軸線方向における両端部は、アンカー２３によって橋桁１，２に固定されている。
これにより、橋桁が収縮して舗装体４に引張力が作用したときに、この引張力を負担して
、舗装のアスファルト複合体に生じるひずみを分散させるものとなっている。
【００２８】
　上記基層４ａは、主に改質アスファルトと骨材とからなる複合材料で形成され、上記ハ
ニカム状となった補強部材２２が形成する六角柱状の空間に充填されるとともに、約４０
ｍｍの厚さの層に形成される。したがって、上記補強部材２２を基層４ａの底部に埋め込
むものとなっている。
【００２９】
　上記基層４ａは、図７に示すように、コンクリート橋桁１，２上の補強部材２２が敷設
されている領域に骨材４１を敷き均し、必要に応じて転圧を行った後、この上から注入材
４２を流し込んで骨材間の空隙に充填することによって形成されている。
【００３０】
　上記骨材４１は、コンクリート橋桁上に敷き均したとき又は敷き均し後転圧したときの
空隙率が１０％から６０％となるように粒径が調整されたものであり、例えば粒径が２０
～１３ｍｍの砕石、粒径が１３～１０ｍｍの砕石、１３～８ｍｍの砕石、１３～５ｍｍの
砕石、９～６ｍｍの砕石又は５～２．５ｍｍの砕石等を用いることができる。そして、こ
のような骨材４１は敷き均される前に改質アスファルトからなるプレコート材により被覆
され、プレコート層４３が形成されている。このプレコート材による被覆は、工場等にお
いて骨材と流動化させたプレコート材とを混合し、撹拌することによって行うことができ
る。
【００３１】
　上記プレコート材は、被覆時には流動性を有し、被覆後に硬化する材料であって、上記
骨材４１及び注入材４２との接着性が良好な材料が選択される。そして、骨材４１の表面
に存在する微細な凹部に入り込んで骨材との密着性を高めるものであり、少なくと被覆時
の粘性が注入時における注入材より小さいものが用いられる。本実施の形態では、アスフ
ァルトに少なくともゴム、熱可塑性エラストマー又は樹脂のうちのいずれか一つが混合さ
れた改質アスファルトが用いられており、加熱して流動化した改質アスファルトをプレコ
ート材として骨材に被覆する。上記ゴム、熱可塑性エラストマー及び樹脂は、改質アスフ
ァルトに用いられるものとして一般に知られているものを用いることができ、その配合量
を適宜に設定することができる。
【００３２】
　また、プレコート材として、上記のような加熱型の改質アスファルトの他に、例えばス
トレートアスファルト又はカットバックアスファルトを加熱し、流動化した状態で用いる
こともできる。常温でプレコート材を被覆するのが望ましい場合には、溶剤によって流動
化した溶剤型改質アスファルト、アスファルト乳剤、改質アスファルト乳剤等を用いるこ
ともできる。また、明色バインダーとして舗装に用いられる材料等、注入材との付着性が
良好な材料を用いることもできる。
【００３３】
　上記注入材４２は、アスファルトにゴム、熱可塑性エラストマー又は樹脂のうちの少な
くともいずれか一つが混合された改質アスファルトであり、高温時（１５０℃以上）には
高い流動性を有するとともに供用条件（７０℃～－１０℃）で硬化性を有する加熱型改質
アスファルト材を用いることができる。
【００３４】
　上記改質アスファルトに用いられるゴムとしては、例えば天然ゴム、スチレン－ブタジ
エンゴム、クロロプレンゴム、アクリロニトリル－ブタジエンゴム等を用いることができ
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る。また、熱可塑性エラストマーとしては、スチレン－ブタジエンブロック共重合物、ス
チレン－イソプレンブロック共重合物、エチレン－酢酸ビニル共重合物、アクリル酸エス
テル、メタクリル酸エステル等を用いることができる。樹脂としては、石油樹脂、クマロ
ン・インデン樹脂、スチレン系樹脂等をもちいることができる。
　また、このほかに石油系配合油を添加することもできる。　
【００３５】
　本実施の形態では、１９０℃の動粘度が５０ｃｍ2／ストークス以下（５０ｃｍ2／Ｓ以
下）、又は１７０℃動粘度が１００ｃｍ2ストークス以下（１００ｃｍ2／Ｓ以下）、軟化
点が１００℃以上のものを用いている。また、ひずみが生じたときにクラックが生じにく
いものが望ましく、例えばひび割れ追従性試験（道路橋床版防水便覧、社団法人　日本道
路協会）等の試験結果を参考にクラックが発生し難くなるように配合を調整するのが良い
。
　なお、上記加熱型改質アスファルト注入材の動粘度は、舗装試験便覧（日本道路協会発
行）に記載の「高温動粘度試験方法」に基づいて試験したものである。
【００３６】
　上記のように物性が調整された加熱型改質アスファルトの注入材４２は、骨材４１が敷
き均された後、加熱されて流動化したものが上方から流し込まれて骨材間を流下し、プレ
コート材で被覆された骨材間に隙間なく入り込んで硬化する。このとき、プレコート材で
被覆された骨材は、加熱されていると注入材の充填が容易となる。骨材として粒径の小さ
いものを用いる場合には、加熱された注入材の温度が低下し易く、充分に充填できない場
合が生じることもあるが、骨材が加熱された状態で注入することにより円滑な充填が可能
となる。
【００３７】
　骨材の加熱は工場等で行うことができ、加熱によって流動化するプレコート材とともに
骨材を加熱及び撹拌してプレコート材の被覆を行った後、ダンプトラック等によって舗装
の施工現場に搬送して所定の範囲に敷設することができる。搬送距離によって現場到着時
の温度に差は生じるが、敷き均し後も１００℃以上の温度が維持できる場合が多く、効率
の良い施工が可能となる。
【００３８】
　上記のように注入材を充填することにより、図７に示すように骨材４１と加熱型改質ア
スファルトからなる注入材４２とが一体となったアスファルト複合体の基層４ａが形成さ
れている。そして、このようにして形成された基層４ａは、加熱型改質アスファルトから
なる注入材４２が骨材４１をしっかりと保持し、骨材４１との間で剥離することなく適切
な柔軟性と硬さを維持するものとなり、桁の伸縮にともなう大きな変形を許容するものと
なる。
【００３９】
　上記基層４ａの上面には、ひずみ抵抗性にすぐれた拡張力シート２４を貼着し、その上
に表層４ｂを形成するアスファルト混合物が敷き均され、締め固められる。
【００４０】
　上記抗張力シート２４は、図６に示すように、抗張力繊維をメッシュ状に織ったもの２
４ａをアスファルト系材料の薄い層２４ｂ内に埋め込んだものを用いている。上記抗張力
繊維としては、炭素繊維、ガラス繊維、ビニロンやアラミド等の合成繊維等を用いること
ができる。また、アスファルト系材料はゴム化アスファルトを用いるのが望ましい。
【００４１】
　この抗張力シートの上面には珪砂２４ｃがほぼ一様に付着されており、現場へ重ね合わ
せて又はロール状に巻いて搬入する時に、シートが互いに接着してしまうのを防止してい
る。また、この抗張力シート２４を敷設した後、表層４ｂのアスファルト混合物を敷き均
すときに、加熱されたアスファルト混合物に上記珪砂２４ｃが取り込まれ、確実に一体化
される。
　さらに、この抗張力シート２４が現場に搬入される時には、下面側に剥離紙が接着され
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ており、敷設時にはこれを剥して基層の上に敷き拡げることによって、基層４ａの上面に
容易に接着される。
【００４２】
　表層４ｂは、基層４ａ上に抗張力シート２４を介して、又は基層４ａ上に直接敷設され
るものであり、本実施の形態では通常のアスファルト混合物を用いた密粒度舗装となって
いる。
　なお、本実施の形態では密粒度舗装を採用したが、骨材の粒度分布とアスファルト量を
調整したアスファルト混合物を用い、空隙率を大きくした開粒度舗装としてもよい。
【００４３】
　以上に説明した構成の舗装構造において、桁遊間３が変動すると、舗装体の基層４ａ及
び表層４ｂにひずみが生じる。しかし、スライディングシート１８が敷設された範囲で舗
装体４は桁上を滑動できるものとなっており、基層４ａ内の骨材４１、プレコート層４３
、及び加熱型改質アスファルトからなる注入材４２が一体となって引張力を負担し、引張
ひずみが分散されて大きなひびわれの発生が防止される。また、基層４ａと表層４ｂとの
間に抗張力シート２４が介挿されており、この部分でもひずみは分散されるとともに、局
部的に大きなひずみが発生するのが防止される。
【００４４】
　なお、本実施の形態では、空隙率が１０％～６０％となるように基層４ａの骨材の粒径
を選択し、骨材によって荷重を支持する骨格を形成している。したがって、空隙率が６０
％以上になると骨材の量が不足し、荷重に抵抗することが困難となって変形が大きくなっ
てしまう。また、空隙率が１０％以下となると加熱型改質アスファルト注入材の骨材間へ
の流れ込みが滞留しがちになり、空隙が残留して耐久性が劣ることになりやすい。このよ
うな観点から、空隙率は４０％～５０％とするのが望ましい。
【００４５】
　図８は、本願発明の他の実施形態である舗装構造を示す概略断面図である。
　この舗装構造は、桁遊間の変動が小さい場合、又は桁の伸縮による桁遊間の変動はなく
、活荷重の載荷にともなう桁のたわみによって桁遊間が変動する場合等に採用されるもの
である。
【００４６】
　この舗装構造では、桁遊間５３の上部にバックアップ材５６が詰め込まれ、その上にシ
ーリング材５７が二つの桁５１，５２間を連結するように充填されている。そして、桁遊
間５３の両側の桁５１，５２上部に設けられた切り欠き内には樹脂モルタル５５（又は樹
脂コンクリート）が充填されている。この樹脂モルタル５５は、桁５１，５２のコンクリ
ートと一体とされるとともに、桁遊間上には目地材５８が介挿され、両側の桁５１，５２
の相対変位を許容するとともに桁遊間上の舗装体５４を支持するようになっている。
【００４７】
　この樹脂コンクリート５５の上には、図１に示す舗装構造と同様にスライディングシー
ト５９が敷設され、補強部材６１が埋め込まれた基層５４ａが設けられ、さらに抗張力シ
ート６０を介して表層５４ｂが積層されている。
　この舗装体５４及び抗張力シート６０の構成は、図１に示す舗装構造と同じものが用い
られており、敷設の方法等も同じである。
　このような構成とすることで、図１に示す舗装構造と同様に、耐久性に優れた舗装構造
とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本願発明の一実施形態である舗装構造を示す概略断面図である。
【図２】図１に示す舗装構造で用いられる荷重支持部材の概略斜視図である。
【図３】図１に示す舗装構造で用いられる二層式のスライディングシートの拡大断面図で
ある。
【図４】図１に示す舗装構造で用いられる一層式のスライディングシートの拡大断面図で
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ある。
【図５】図１に示す舗装構造で舗装に埋設される補強部材の概略斜視図である。
【図６】図１に示す舗装構造で用いられる抗張力シートの拡大断面図である。
【図７】図１に示す舗装構造の基層及び表層の拡大断面図である。
【図８】本願発明の他の実施形態である舗装構造を示す概略断面図である。
【符号の説明】
【００４９】
１：橋桁、　　２：橋桁、　　３：桁遊間、　　４：舗装体、　　４ａ：基層、　　　　
４ｂ：表層、　　５：荷重支持部材、　　１１：バックアップ材、　　１２：シーリング
材、　　１３：不陸調整層、　　１４：棒鋼、　　１５：樹脂コンクリート、　　１６：
中埋層、　　１７：合成樹脂層、　　１８：スライディングシート、　　１９：止水シー
ト、　　２０：クッション材、　　２１：一層式のスライディングシート、　　２２：補
強部材、　　２３：アンカー、　　２４：抗張力シート、　　
４１：骨材、　　４２：注入材、　　４３：プレコート層、
５１，５２：桁、　　５３：桁遊間、　　５４：舗装体、　　５５：樹脂モルタル、　　
５６：バックアップ材、　　５７：シーリング材、　　５９：スライディングシート、　
６０：抗張力シート、　　６１：補強部材
 

【図１】 【図２】
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